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児　島　秀　樹

要　約

　この研究ノートはオランダの西インド会社の歴史を中心として、イギリスの競争相手であったオ
ランダの盛衰を、奴隷貿易の観点から見ている。オランダはヨーロッパ諸国の中で宗教的にもっと
も寛容であった。その結果、プロテスタントやセファルディームがアムステルダムに集まり、ブラ
ジルの砂糖産業を継承し、それを西インド諸島に伝え、18世紀の英仏領の奴隷制経済を準備した。
このノートは教科書程度の内容であるが、いろいろな問題が地雷のように埋め込まれているのを発
見できるであろう。
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17世紀のオランダの大西洋商業と奴隷貿易

序

　イギリスの大西洋奴隷貿易の歴史の初期に
は、オランダがいろいろな側面で関係してく
る。この研究ノートはイギリス史の立場から見
たオランダ史である。本来ならイギリス史を中
心にすべきであるが、オランダ史が避けて通れ
ないので、まずは、オランダをとりあげた。
　オランダは1621年に設立された西インド会社
を中心として大西洋奴隷貿易を展開したが、西
インド会社は奴隷貿易のために設立された会社
ではない。1620年代のイギリスは植民活動で忙
しかったが、1618年にギニア会社が西アフリカ
との交易のために設立されてもいる。ギニア会
社は奴隷貿易の団体ではなく、アフリカの金・
象牙・染料木を輸入した組合である（児島
1985）。イギリスの奴隷貿易は1640～60年の市

民革命の後に、本格的に始まる。1672年に設立
された王立アフリカ会社の目的の一つは奴隷貿
易にあった。しかし、奴隷貿易は「会社」が独
占するものではなく、国民一般に開放されるこ
とが要求され、18世紀には、ほとんど存在理由
を失った会社となっていた。
　オランダは会社組織を中心に貿易構造がつく
られていったのに対して、イギリスでは、貿易
は独占的交易会社も担ったが、植民・生産活動
を中心として、複数の団体が重要な位置を占め
た。以下では、アフリカの黒人を米州（アメリ
カ州、the Americas：南北アメリカ大陸やそ
の周辺の島嶼部）に運送する奴隷貿易が盛んに
なる時代に、イギリスとオランダが関係した北
アメリカ植民地、西インド植民地（カリブ海植
民地）、ブラジルにおける植民や交易の歴史を
整理する。ちなみに、tradeの訳語として、貿
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1　ネーデルラントの八十年戦争

　オランダは、ネーデルラントで最も有力な貴
族であったオラニエ公ウィレム（1533～1584）
の下に結束してスペインに相対した。1579年に
北部 7 州がユトレヒト同盟を結び、1581年、同
盟はスペイン国王フェリペ 2 世の統治権を否定
した。
　1580年にポルトガルの王位継承問題が生じた
時、フェリペ 2 世はポルトガルに軍隊を進攻さ
せた。翌1581年にポルトガル議会はフェリペの
王位継承を認めた。以後、八十年戦争（ネーデ
ルラント独立戦争：1568～1648年）を戦ってい
たオランダの商人にとっては、ポルトガルの植
民地も攻撃対象となった。オランダ商人は八十
年戦争中の1590年代初頭から、西アフリカ沿岸
とカリブ海で貿易を開始した。
　八十年戦争で、スペインの支配からオランダ
が「独立」したのではないので、オランダで
は、オランダ独立戦争という表現はとらないと
も言われる。イギリスでは、通常、オランダの
反乱（Dutch Revolt）と表現されるが、当時の
イギリスでは、「フランダースの悲惨な戦争

（The Wofull Warres in Flanders）」「低地地方
の戦闘（The Actions of the Lowe Countries）」
とよばれた（Dunthorne2017、p.176）。

　1584年、オラニエ公ウィレムが刺客に暗殺さ
れた。イギリスは1585年にノンサッチ条約を結
んで、オランダを支援した。イギリスの王宮ノ
ンサッチで締結されたこの条約はネーデルラン
ト共和国が初めて交わした国際条約であると言
われる。それ以後、イギリスとオランダの親密
な関係が深まり、確かな数値ではないが、イギ
リスに移住したオランダ人は数万人に及ぶと同
時に、イギリス人も多数、オランダで学び、
1630年代には、イングランドとスコットランド

易と交易という用語が利用されることが多い
が、18世紀以前、領域国家の組織がいまだ未熟
であり、海外通商が商人に任されているような
段階では交易、それ以降、国家組織が整った段
階では、貿易という訳語を使うことが多い。そ
れほど、厳格ではない。

　ブラジルの初期の歴史はここでは扱わない。
ブラジルでサトウキビ栽培と奴隷貿易が定着し
た過程を教科書風にまとめると、次のようにな
る。十字軍の時代以降、地中海世界で、シャー
ム地方（大シリア）からクレタ島やシチリア島
などにサトウキビ栽培が移植され、それが大航
海時代の開始とともに、アゾーレス諸島、カナ
リア諸島、マデイラ諸島等のいわゆる大西洋諸
島で発展を見た（児島1984）。その後、16世紀
の半ば以降、ブラジルが最大の砂糖植民地と
なった（布留川1986）。1570年代から 1 世紀ほ
ど、ブラジルで「砂糖の時代」と表現されるほ
ど、バイア、ペルナンブコを中心にサトウキビ
の農園が増大した。1570年に砂糖農園は60、
1629年に346を数えた（合田2000、p.397）。ブ
ラジル砂糖農園の歴史は今でも続いていて、サ
トウキビから砂糖だけでなく、それを原料とす
るバイオエタノールも生産されている。2000年
にはバイオエタノールの生産量はブラジルが世
界で 1 位であった。2010年には米国に抜かれた
とはいえ、今でも、かなりの生産量を誇ってい
る。
　15～16世紀、大航海時代の初期には、地中
海・大西洋をまたにかけた交易で、イタリア人

（特にジェノヴァ商人）、ポルトガル人、スペイ
ン人が主役を演じ、フランドル商人がそれに食
い込んでいた。17世紀にはいると、徐々にオラ
ンダ、イギリス、フランスが主役の座を奪う活
躍を見せた。
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の教会がネーデルラント共和国に30棟も建設さ
れた（Dunthorne2017、p.175）。
　オラニエ公の暗殺の後、腹心の一人、オルデ
ンバルネフェルト（Johan van Oldenbarnevelt: 
1547～1619）が戦争の指導者となった。彼は
1602年の連合東インド会社結成の立役者でもあ
る。オランダは1609年の休戦条約で事実上、ス
ペイン・ハプスブルク家の支配から逃れた。オ
ルデンバルネフェルトはウィレムの子であるマ
ウリッツ・ファン・ナッサウ（Maurits van 
Nassau、1567～1625）を助けていたが、のち
に宗教問題等で対立を深めた。彼はスペインと
の和平を望んだ。オルデンバルネフェルトは最
終的に、1619年 5 月、国家反逆罪で処刑された。
　この 2 人の対立はほぼ、マウリッツ派＝総督
派｛アムステルダム市、下層民・農民派、亡命
カルヴィニスト、ホマルス派＝厳格派＝改革派
＝カルヴァン派、好戦的｝対オルデンバルネ
フェルト派＝議会派｛貴族、富裕市民、アルミ
ニウス派＝寛容派、平和的｝といった図式で理
解されることが多い。ホマルス派は国家より教
会＝宗教を上に置き、アルミニウス派は教会＝
宗教より国家を上に置いた。ホマルスとアルミ
ニウスはともに、レイデン大学の神学部教授で
あり、カルヴァンの予定説の解釈で対立した。
　法学者グロティウス（1583～1645）もオルデ
ンバルネフェルトを支持したので、マウリッツ
との政争に巻き込まれた。グロティウスもアル
ミニウス派を支持していて、終身刑で投獄され
た。グロティウスは1621年フランスに亡命し、

『戦争と平和の法』（1625）を著した。東インド
会社の取締役を独占するレヘント層（商人貴
族）は宗教的に自由派〔アルミニアン〕であっ
たと大塚はいう（大塚1939、p.676）。
　他方、マウリッツは1590年にユトレヒト同盟
の陸海軍総司令官に就任し、その戦い方はナポ
レオンに影響を与えたと言われる。イギリス革

命 で 活 躍 し た フ ェ ア フ ァ ッ ク ス（Thomas 
Fairfax）達もマウリッツの下で学んだし、ク
ロムウェルの部隊の規律もオランダの規律に学
んだと言われる（Dunthorne2017、p.176）。経
済史上、17・18世紀のイギリスの近代化の象徴
でもあるノーフォク農法や新毛織物工業（綿織
物業を含む）はオランダから学んだものである
と言われるように、救貧や金融、商取引の法な
ど、イギリスは様々なものをオランダで学び、
吸収し、発展させた。
　マウリッツはレイデン大学で数学者ステフィ
ン（Simon Stevin：1548-1620）に学び、数学
を戦術の基礎に置き、複式簿記もステフィンに
習った。簿記で利用される期間損益計算はオラ
ンダで制度として確立し、これを明確に説いた
のがステフィンの『数学的回想録』（1605-1608）
であった（渡邉2017、p.77）。17世紀前半のイ
ギリス東インド会社のように、海上商業に従事
する株式会社は株式を航海毎に清算していた。
期間損益計算が可能になって初めて、帳簿上で
も、現代人が想定する株式会社が生まれた。イ
ギリスでは17世紀後半から、期間損益を計算す
ることで、派遣商船団全般の精算としての分配
ではなく、毎年、配当が可能になった。

　1606年には、連合東インド会社と同様の勅許
会社が求められたが、八十年戦争の最終段階に
来ていたので引き延ばされた（de Vries2005、
p.3）。八十年戦争の休戦期間（1609～21年）が
終わり、ドイツ三十年戦争（1618～1648年）に
加担する形で、新たにスペインとの戦争が始ま
ると、1621年に西インド会社が設立された。
　マウリッツはオルデンバルネフェルトの処刑
で名実ともに共和国の最高権力者になったが、
州分権主義を克服できなかった。彼は1618年 2
月、オラニエ公になった。マウリッツはブレダ
に陣を張り、そこに、測量術、弾道学、築城術
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などの応用数学を研究する、ヨーロッパの一流
の数学者たちを招いた。若きデカルトも1618年
初頭から19年 4 月末までブレダに滞在した（小
林2006、p.31：田中2014、pp.42、47）。しかし、
デカルトは1619年10月頃、カトリック諸侯の領
袖バイエルン公の軍隊に参加しようとして、そ
の軍隊の冬営地に出向いた。その「炉部屋」で
冬を過ごした時、デカルトの方法論の基礎が構
想された。翌春、デカルトは「炉部屋」から脱
走して、旅を再開し、フランスに戻った（田中
2014、p.104-111）。1627年にフランスでは宰相
リシュリューがユグノーの拠点ラ・ロッシェル
を攻略した。デカルトは宗教的に寛容であった
オランダ北部のフリースラント州フラネケル
に、1628年末頃、移住した（田中2014、p.266）。

　マウリッツたちはスペインとの戦いを進める
ためも、西インド会社を設立した。当時、1580
年からスペインの国王がポルトガルの国王を兼
ねていたので、米州はオランダにとって攻撃対
象として経済的に都合がよかった。そのため、
西インド会社は「貿易会社を装って設立された
私掠業会社で、スペイン船やポルトガル船を攻
撃したり略奪することを主な目的にしていた。
ただし連邦議会も50万フルデン出資しており、
半官半民の会社といっていい」という評価もあ
る（佐藤2019、p.80）。オランダは最終的に、
1648年のウェストファリア条約でスペインから
も独立を認められた。

2　北米の植民と交易

　オランダは米州との関係で、西インド会社を
1621年に設立した。まず、ここでは北米を見て
おく。
　北米は米州の北半分、パナマ地峡より北を想
定している。16～17世紀には、現在のカナダや

アメリカ合衆国の地域では、ポルトガル、フラ
ンス、イギリス、オランダが中心になって、先
住民との皮革の取引、漁業、そして、植民活動
が実施されていた。カリブ海周辺では、現在の
メキシコを中心としてスペインの植民地が形成
され、太平洋側ではメキシコのアカプルコと
フィリピンのマニラをつなぐ銀船団が活躍し
た。カリブ海の島々は海賊も含めて、各国が島
を奪い合っていた時代であった。イギリスに
とって、もっとも重要な獲得品は、1655年の
ジャマイカの占領であった。
　オランダ西インド会社には多様な利害関係者
が集まった。アムステルダムの新ネザランド会
社はモホーク族の地域で、毛皮の交易に従事し
ていた（de Vries2005、p.3）。ニューヨーク州
に居住していたモホーク族はイロコイ同盟の一
つである。

　ロンドンのヴァージニア会社が派遣した移住
者は1607年 5 月にジェームズタウンに上陸し
て、植民を開始した。その 2 年後、1609年にイ
ギリス人ヘンリー・ハドソン（Henry Hudson：
c.1550～1611）がオランダ東インド会社に雇わ
れて、探検航海に出た。
　ハドソンは若い頃、モスクワ会社に雇われ
て、経験を積んでいた（Rink1986、pp.24-25）。
1607年、ハドソンは北極を横切ってアジアに向
かおうとしたが、スピッツベルゲンの北方で氷
河に止められた。彼は捕鯨に従事して、帰国し
た。翌年もモスクワ会社の船の船長として、ノ
ヴァヤ・ゼムリャまで進んだ。バレンツ海に
名を残したオランダ人、ウィレム・バレンツ

（Willem Barents：c.1550～97） が1597年 ま で
に 3 度試みて失敗した辺りまでしか、ハドソン
も行けなかった。1609年の探検航海で、ハドソ
ンは東回りを諦め、西回りを試みようとした。
　当時、オランダの漁民がグランド・バンクス
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に向かっていて、ノヴァスコシアより南は知ら
れていた。ハドソンはイギリスの援助を得られ
なかったので、オランダ東インド会社に雇われ
て、1609年、マンハッタン島に流れ込む川をさ
かのぼった。のちに彼の名にちなんで、この川
はハドソン川と命名された。
　1609年、ヘンリー・ハドソンはオールバニー

（Albany）まで遡上した。その後、1614年に、
ナッソー砦（Fort Nassau）が置かれ、先住民
と皮革が交易された。ナッソー砦が洪水で使え
なくなると、それにかわり、1624年に、西イン
ド会社がオールバニーに、永住的植民地として
オラニエ砦を建設した。同年、ワルーン人（ベ
ルギー南部のフランス語話者）がここにやって
きた。
　オランダはこの地方を新ネーデルラントと名
付け、ここを拠点として、1626年、デラウェア
先住民からマンハッタン島を購入し、ニューア
ムステルダムと名付けた。もちろん、土地を
売った、という意識が先住民にあったとは想定
できない。何か、それに近い取引があったとし
ても、せいぜい、これから仲良くしよう、とい
う贈り物程度の話であったであろうが、オラン
ダ人にとっては、購入した、所有権を得た、と
いう意識になった。この地域は毛皮貿易で栄え
た。オランダは、デラウェア川流域やコネチ
カット川流域を新ネーデルラント植民地に付け
加えた。
　ハドソンは1610年、英国王ジェームズの援助
で、50トンの帆船ディスカヴァリー号で北西航
路を目指した。ハドソン海峡を抜け、ハドソン
湾に達した。ハドソン湾を南下して、ジェイム
ズ湾で越冬した。ここで事件が生じた。 6 月17
日、帰国を急いだ船員が反乱を起こして、ハド
ソン達を置き去りにした（木村2002、pp.38-
40）。

　西インド会社は当初、毛皮交易に対して独占
権を主張したが、1640年に、 1 枚のビーヴァー
の毛皮につき、 1 ギルダーの手数料を支払うこ
とで、個人商人にその権利を開放した。しか
し、オランダ商人はこれで満足せず、159人の
商人が連邦議会（State General）に新世界で
の自由貿易を請願した。1648年に、これが実現
し、西インド会社は交易で利益を得る会社では
なく、単なる行政体となった（de Vries2005、
p.6）。のちに、王立アフリカ会社も全く同じ歴
史をたどることになる。イギリス同様、オラン
ダでも東インド会社の独占地は維持されたが、
そのほかの地域では独占権が廃止されて、オラ
ンダ商人の間での不公平はなくなり、政治的制
限は民間の手から離れ、税金を使って行政が指
導することになった。国家に税金が集められ、
国家が交易事業を仕切る組織となった。
　1650年代にブラジルから追放されたオランダ
移民の一部はこの地域にもやってきた。毛皮と
タバコの輸出で、年50万ギルダーほどの収入を
得た（de Vries2005、p.17）。

　イギリスでは、1606年 4 月、北緯34度から45
度までの海岸の内陸部と、海岸線から100マイ
ル以内の島への移住・植民を求める請願者に対
して、ヴァージニア会社という名で、勅許状が
授与された。通常、ロンドン会社と表現され
る、ロンドン市を中心とする騎士や商人達には
北緯34～41度の植民が許された。同様に、通
常、プリマス会社と表現される、ブリストル、
エクセター、プリマスなど西部地方の騎士や商
人達には、北緯38～45度の植民が許された

（「最初のイギリス植民地（1606年）」『世界史資
料 7 』、pp.71-72）。北緯38度から41度はロンド
ン会社もプリマス会社も、いわばその主権

（sovereignty）を主張できることになった。「会
社」（company）と訳しているが、法人化され
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た「仲間」にすぎない。
　イギリスは植民活動に 3 ～ 6 年ほどの年季奉
公契約（indenture）が活用されたが、オラン
ダでは認められなかった。オランダでの労働契
約は 6 カ月以下であった。イギリスでは兵士の
強制徴募（事実上の誘拐）も認められたが、オ
ランダでは非合法であった。イギリスは多くの
囚人を植民地に送ったが、オランダは送らな
かった。囚人は社会復帰の努力が求められ
た（1）。
　ハドソン川流域はパトルーン制とよばれる大
地主制による農業経営が行われるようになっ
た。ここには、フィンランド人、ドイツ人、ス
ウェーデン人、自由黒人が定住するようになっ
た。オランダの植民活動は、封建的なパトルー
ン制に基づくと批判的に理解されることが多い
が、イギリスと異なり、個人の尊厳を無視する
度合いは低かった。パトルーン制は1629年に

「自由・免除勅許状（Charter of Freedoms and 
Exemptions）」で、西インド会社が新ネーデル
ラント植民地に導入した封建的な大土地所有制
度である。この法は、移民を促進するために制
定された。 4 年間に50人の入植者を送りこむと
いう条件で、出資者に広い土地を下付する制度
を設けた。最初は、川から16マイルまで（片側
16マイル、または、両側 8 マイル）の所領内
で、民事・刑事の裁判所を設置できた。中世的
な領主裁判権が与えられたのである。

　のちの話であるが、オランダは18世紀半ば
に、プランテーション・ローンを始めた。これ
は長期の信用で、個々の投資家の投資金をプラ
ンテーションの価値で担保するものであった。
この投資法はプランテーションの資産を証券化
したものである。プランテーションの資産を有
価証券に組み替えて、第三者に売却した。この
発想法の延長線上に、2008年に崩壊したサブプ

ライムローンがある。
　オランダでは、16世紀半ばからバルト海の穀
物や北海のニシンで先物取引が始まったと言わ
れる。17世紀には、材木や香辛料の先物取引が
証券取引所で行われ、1620年代には空売り禁止
法まで制定されたほどに加熱した。その結果、
1636～37年、チューリップ恐慌に見舞われた。
オスマン帝国から輸入されたチューリップが芸
術的な色を醸し出すようになり、その球根が先
物取引されるようになった。空売りもなされた
ようで、まさに投機が始まった。

3　南米の植民と交易

　プンタ・デ・アラヤの塩が良質であったの
で、その交易に乗り出していた商人もオランダ
にいた。プンタ・デ・アラヤは、ベネズエラの
キュラソー島とトリニダード島の中間点ほどに
あるアラヤ半島の端に位置する（de Vries2005、
p.3）。1599～1604年に768隻のオランダ船がこ
の天然塩田を訪れた（タールト2002、p.30）。
休戦条約の期間に、この塩が手に入らなかった
ので、西インド会社は1634年にキュラソーを占
領した。このキュラソー島の東西に、天然の塩
が産出されるアルバ島とボネール島があった

（Pons2007、p.46）。
　中世からオランダ人は主にコイ、スズキ、ウ
ナギ等を食べていたが、北海のニシンが漁業の
繁栄を支えた。バルト海のニシンが北海に移動
したので、ハンザ同盟に代わって、オランダが
繁栄したと考える説もあるほどに、ニシンは重
要であった。オランダのニシンはベネズエラの
塩で塩漬けにされ、その80％ほどが、主にフラ
ンスやポルトガル等に輸出された（ブロール
1994、p.21）。1650年頃に、12～14人乗りの漁船、
約800隻がニシン漁に従事していた（2）。
　ブラジルの蘇芳や砂糖が国際商品として評価
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されていた時代でもあり、プンタ・デ・アラヤ
からブラジルはそれほど遠くなかった。商人
は、塩以外にも、砂糖等の商品をますます多く
持ち帰るようになった。その結果、アムステル
ダムで大規模な砂糖工業が発達し、奴隷制との
関係が始まった。

　1624～1654年に、オランダはブラジルを征服
しようとした。最終的に、オランダはアマゾン
川の河口に近いサン・ルイスあたりから、レシ
フェより南のサンフランシスコ川あたりの、ペ
ルナンブコ地方の海岸地帯を制圧した。西イン
ド会社にとって、アフリカの金・象牙、ハドソ
ン川の皮革の他に、強力なブラジルの砂糖が加
わった。
　ペルナンブコ（レシフェ）の攻略は1630年に
成功し、これで、西インド会社はブラジルの砂
糖を牛耳ることになった。ペルナンブコでは、
ポルトガル出身の定住民、メスティソ（白人と
先住民の混血）、ムラート（白人と黒人の混血）
が西インド会社を受け入れた。
　1636年、オランダはヨハン・マウリッツ・
ファン・ナッサウ＝ジーゲン伯（1604-79）を
ブラジル総督にした。彼はブラジル領の拡大、
領域支配を計画し、定住型の植民地の建設に着
手した。ナッサウは戦乱で荒廃した農園を元の
経営者に返還し、資金の低利融資、税の軽減を
実施して、ポルトガル人を排除しなかった。
1644年、西インド会社の意向に反したナッサウ
が総督職を罷免されると、オランダ商人とポル
トガル人の農場主の対立が激化した（金七
2014、pp.28-29、金七2009、pp.51-53）。
　1639年の最盛期にレシフェの人口は 1 万人ほ
どであった。当時、ポルトガルのユダヤ人は定
住者の 3 分の 1 ほどであった。砂糖農園を経営
することで、西インド会社は1630年から20年間
で、ブラジルに31,533人の奴隷を輸送した（de 

Vries2005、p.4）。

　ポルトガルは同君連合（1580～1640）から脱
した1640年に、ブラジルの奪還に全力をあげる
ようになった。オランダは1641年にポルトガル
と10年間の休戦条約を結んだ。休戦条約でポル
トガルはギニア等でのオランダの支配を認め
た。オランダは、インド洋や大西洋では、ポル
トガルの拠点を奪っていた。1630～60年代に、
ポルトガルはアジアの交易拠点であったマラッ
カ、セイロン、インド、インドネシア、ペルシ
ア湾、日本から撤退し、わずかにゴア等のマラ
バルの一部と、マカオ、東ティモールを確保す
るだけになっていた。
　ポルトガル国王ジョアン 4 世（在位1640～
56）は新キリスト教徒の財政支援を受けて、ま
ずは、対スペイン戦を遂行した。ポルトガルは
1642年にイギリスと同盟を結び、第一次英蘭戦
争を受けて、イギリスの支援の下、1654年にオ
ランダの追放に成功した（金七2014、p.29）。
17世紀半ばの経済的・政治的競争の中で、ポル
トガルはブラジルを何とか死守した。

　1645年、モラドーレス（moradores）と呼ば
れたポルトガルのプランターがオランダの支配
に抵抗し、レシフェを奪い返した。西インド会
社はその防御に必要な資金を賄えなかった（de 
Vries2005、p.6）。ポルトガルはアジアで奪われ
たポルトガルの基地を返還してもらえば、ブラ
ジルを西インド会社に戻すことも考えたようで
あるが、オランダ東インド会社は1649年に150
万ギルダーの補助金をはらって、西インド会社
との合併を断った。その年の西インド会社の負
債は 2 千万ギルダーもあった（de Vries2005、
p.6）。両国ともアジア交易のほうが重要であっ
た。ポルトガルは1654年までにブラジルからオ
ランダを追放した。西インド会社はなすすべが
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なかった。
　イギリスの支援を得るため、ポルトガル国王
ジョアン 4 世は1654年にクロムウェルと和約を
結んで、植民地貿易をイギリスに開放した。
1661年には、ジョアン 4 世の娘カタリーナは
チャールズ 2 世に嫁いだ。持参金としてタン
ジールとボンベイがイギリスに与えられた。
1668年にスペインと和平条約を締結して、ポル
トガルはスペインから独立を承認してもらった

（合田2000、pp.393-395）。

　ブラジルを失い、西インド会社の中心的取扱
商品はアフリカの金、象牙、奴隷となった。オ
ランダのブラジル移住民は、西インド諸島や新
ネーデルラントにすみかを求めた。サトウキビ
生産の多くはブラジルを追放されたセファル
ディク系ユダヤ人（Sephardic Jews）が担っ
た。奴隷交易基地として、キュラソー島が利用
され、ここで奴隷用の食料も生産された。
　オランダはブラジルという大きな基盤を失っ
た。しかし、その後も、アムステルダムでの砂
糖精製業は発展し、そのための交易は拡大し
た。1660年にオランダに66か所の製糖所があり、
うちアムステルダムは50軒を数えた（de Vries 
2005、p.7）。前後するが、 1 世紀前、1560～70
年代に、アントウェルペンが砂糖の輸入と再輸
出を独占していた。16世紀末から、ハンブルク
とアムステルダムがそれを継承し、アムステル
ダムは砂糖精製業が盛んになっていた。1609～
21年の休戦時代には、ブラジルの砂糖の75％は
アムステルダムやハンブルクなどに吸収され
た。
　しかし、アムステルダムの製糖所の数は徐々
に 減 少 し て、1680年 に は20軒 に な っ た（de 
Vries2005、p.9）。

　ブラジルでは、1670年代から貴金属を探索す

るバンデイラが活躍した。バンデイラはサンパ
ウロの民間人奥地探検隊が貴族の旗（バンデイ
ラ）を掲げていたので、その呼び名がつけられ
た。1698年、バンデイラは現在、世界遺産の一
つになっているオウロプレト（Ouro Preto）の
金脈を発見した（金七2014、p.31-32）。ミナス・
ジェライス州の州都にもなったオウロプレトで
は、1720～1780年代が金採掘の最盛期であった

（金七2014、p.33）。

　ネーデルラントに定住していたポルトガルの
新キリスト教徒（New Christians）がブラジル
の砂糖交易での富を求めていた。新キリスト教
徒には元ユダヤ教徒だけでなく、元イスラム教
徒も含まれる（de Vreies2005、pp.3-4）。
　ヨーロッパでは中世からユダヤ教徒に対する
迫害が強まったため、日本の隠れキリシタンの
ように、隠れユダヤ教徒（Crypto-Jews）が生
まれた。彼らはユダヤ教徒の生活・信条に従っ
ているのに、表向きはキリスト教徒であると見
せた。歴史的、あるいは、文脈によって、隠れ
ユダヤ教徒には複数の表現の仕方がある。新キ
リスト教徒の中には、隠れユダヤ教徒もいて、
16世紀にオランダに移住して、ユダヤ教に再改
宗する場合もあった。シュロイダーによると

（Schreuder2019）、新キリスト教徒にはコンベ
ルソ（converso）もマラーノ（marrano）も含
まれる。コンベルソは英語のconvert（改宗さ
せる）と同系統の言葉である。彼らは14～15世
紀にスペインでカトリックへの改宗を強制され
た人たちで、多くはポルトガルに移住した。マ
ラーノは豚という意味があるように、亡命して
でもユダヤ教を守った人たちが、隠れユダヤ
教徒を軽蔑する言葉である。ヘブライ語でス
ペイン（イベリア半島）のことをセファラド

（Sepharad）と表現することから、イベリア半
島で暮らし、最終的に1492年にスペイン、つい
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で、ポルトガルから追放されたユダヤ教徒がセ
ファルディーム（Sephardim）とよばれる。
　セファルディク系ユダヤ人という言葉自体は
17世紀にアムステルダムで利用されるように
なった言葉であるが、彼らは15世紀末のイベリ
ア半島追放後、地中海各地やネーデルラント、
そして、おそらくハンブルクなどに移住した。
ネーデルラントでは、当時の経済の中心地であ
るアントウェルペンに多く移住したようである
が、八十年戦争でアントウェルペンが陥落した
頃、彼らはアムステルダムなど、北部へ移住し
た。セファルディームだけでなく、ポルトガル
商人も16世紀末から17世紀初めに、アムステル
ダ ム や ハ ン ブ ル ク に 定 住 し た と 言 わ れ る

（Schreuder2019）。
　オランダ領ブラジルにも、多数の新キリスト
教徒が移住した。ユダヤ人には、オランダ国内
で与えられた以上に、有利な経済的特権と、宗
教的自由、市民権が与えられた。レシフェに
は、400～600人規模のユダヤ人共同体が作られ
た（関2003、pp.80-81）。1641年までに、移住
者の中で、ユダヤ人が最も重要な割合を占める
ようになった。彼らはレシフェにシナゴーグを
建設したが、これが西半球で最初のシナゴーグ
となった。
　ポルトガルがブラジルを取り戻すと、新キリ
スト教徒の大半は1654年までにアムステルダム
に戻ったが、一部はニューアムステルダムに移
住した（3）。レシフェにいたセファルディームは
イギリス領のバルバドスにも移住した。イギリ
スは1655年にジャマイカを獲得したが、ここに
もセファルディームが移住したと言われる。17
世紀半ばに西インド諸島各地でサトウキビが栽
培されるようになり、そのために、黒人奴隷が
輸入されるようになった。セファルディームは
19世紀初頭まで続く、その形式の基本を築き上
げた。

4　西インド会社の経済事情

　オランダ西インド会社に関する研究は日本で
も遅くとも80年ほど前に始まっている。大塚久
雄は東インド会社と西インド会社の派閥闘争に
関心を持った。1609年のオルデンバルネフェル
ト と ユ セ レ ン ク ス（Willem Usselinx：1567-
1647）の論争、1621年のレイニール・ポウとユ
セレンクス、1644～45年の特許状の更新時の議
論、そして、最終的に1672年にヨハン・デ・
ヴィットが刑死することで、反東インド派であ
るユセレンクスやペーター・ド・ラ・クールた
ちが望んだ制度・会社組織が作れなかった。そ
のため、イギリスと異なり、オランダは18世紀
以降、衰退せざるをえなかったと大塚は考えた

（大塚1939）。

　710万ギルダーの資本で設立された西インド
会社は、まず、ブラジルのバイアと、西アフリ
カの攻略を試みたが、失敗した。1628年、提督
ピエット・ヘイン（Piet Heyn）がベラクルス
からスペインに向かっていたスペインの銀船団
を襲撃した。船団はメキシコ銀1150万ギルダー

（400万ペソ）やその他の植民地物産を積んでい
た。これで西インド会社の財政基盤が整い、ブ
ラジル攻略の資金調達も可能になった（de 
Vries2005、pp.4；Klooster2004、p.22）。
　当時、最大の株式会社であり、イギリスの東
インド会社の10倍の資本金で設立されたといわ
れるオランダ連合東インド会社は1800人ほどの
投資家が640万ギルダーを投資し、1610年代に
560万ギルダーの短期資金を借りて、運営され
ていた。西インド会社はそれに匹敵するだけの
資本基盤ができた（de Vries2005、pp.3-4）。
　西インド会社は東インド会社のように独占的
商品取引で利益を得るのが困難であった。西イ
ンド会社の株主は、1638年に、個人の資格で、



─40─ 明 星 大 学 経 済 学 研 究 紀 要 Vol. 51 No. 2

会社の独占権の範囲で取引が可能になった。そ
うすることで、株式市場（Beurs）での株価が
維持できると思われた（de Vries2005、p.6）。
オランダの貿易商人は西インド会社に税を支払
えば、西アフリカ沿岸（金、象牙、奴隷）やカ
リブ海（塩、砂糖）での貿易が可能になった。
西インド会社の交易独占権は税金の徴収という
形で、解放された（タールト2002、p.43）。こ
れは、のちに、イギリスでも王立アフリカ会社
が採用したのと同様の形式である。

　オランダでも、イギリスでも、実際には、ユ
セレンクスの望みとは逆の方向に進んだ。イギ
リスと同様、東インド会社は独占的交易を守ろ
うと、最後まで抵抗し、ある程度、成功した。
イギリスの王立アフリカ会社と同様、オランダ
の西インド会社は独占を守ることはできず、南
北アメリカとの関係は植民と、植民地を成り立
たせるための自由な交易が実現した。日本語で
は「自由な」と表現されるのが、最も適切かも
しれないが、単に国民全体に「開放された」

（open）にすぎない。独占のように、貿易が特
定の団体に委任された（closed）という意味の
言葉の対義語である。

　西インド会社は1674年に破産した。しかし、
連邦議会が120万ギルダーの追加融資を実行し
て、会社は改組された。1680年代にはオランダ
はスリナムとガイアナの開発を進めた。イギリ
ス、フランス、スペインは自国の独占市場を確
保していたが、アムステルダムでは砂糖、コー
ヒー、インディゴ等の植民地物産を市場価格で
売るしかなかった（de Vries2005、p.10）。
　スリナムは16世紀にスペインが進出していた
が、金銀が見つからなくて、放棄されていた。
そのあと、1580年代にオランダが植民を開始し
た。17世紀半ば、イギリスが進出してきたが、

1667年のブレダ条約で、イギリスはスリナムの
入植をあきらめ、ニューヨークと交換にスリナ
ムを放棄した。ブレダ条約は歴史の大きな転換
点の一つとなった。
　1682年にスリナム協会の設立で、オランダの
植民地の奴隷人口は1713年までに 4 倍に増え
た。粗糖の年間出荷量は300万ポンドから1500
万ポンドへ増加した。しかし、プランテーショ
ンへの投資を保護する制度がなく、オランダは
競争で負けた（ド・フリース2009、p.639）。結
果論でいえば、オランダは帝国と奴隷貿易を有
利に展開できなかったので、18世紀に衰退した。

　スペインはオランダが軍事的に力を落とした
のを見ると、オランダに奴隷の供給、製造品の
輸入、それらに関連するサービスを期待するよ
うになった（de Vries2005、p.9）。オランダは
スペインからアシエントを得て、西インド会社
とキュラソーは栄えていたが、1713年にイギリ
スがアシエントを獲得すると、西インド会社の
株価は低下し、キュラソーの奴隷の中継港とし
ての地位も低下した。

　新西インド会社は1734年まで、オランダの奴
隷貿易の独占権を行使した。西インド会社は価
格の高かったスペイン領に奴隷を販売した。ス
リナムやガイアナの植民者は1714年にイギリス
がアシエントを獲得すると、西インド会社がオ
ランダの植民地に奴隷を安く供給することにな
るのを期待した。西インド会社は1716～38年
に、奴隷の78％をスリナムとガイアナに供給し
た（de Vries2005、p.10）。
　しかし、その独占権も廃止され、それ以降、
1791年に解体されるまで、西インド会社は貿易
会社としては、アフリカの商品を扱うだけに
なった。
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　18世紀には、西インド会社は東インド会社に
先んじて、交易ではなく、各地の拠点の運営に
力点を置くようになっていた。アフリカではエ
ルミナを中心に置いた。カリブ海ではキュラ
ソー島を中心に 6 島を領有した。南アメリカで
はスリナムを拠点とした地域を確保した。これ
らの利用料と地方税収入で、西インド会社は運
営された（de Vries2005、p.9）。

5　オランダ関連のブラジルの奴隷貿易

　ブラジルが輸入した奴隷数の全体的な傾向
と、その中でのオランダの位置を確認してお
く。使用するデータベースはエルティスとリ
チャードソンが中心になって、世界中の研究者
が協力して作り上げている奴隷航海（slave 
voyages） の デ ー タ ベ ー ス で あ る（https://
www.slavevoyages.org/）。現在は、The Trans- 
Atlantic and Intra-American slave trade 
databasesという名称になっているようである
が、しばしばサイトの全体像も変更されている
し、新しいデータも追加されるので、以下で紹
介する数値も変更される可能性が高い。研究と
いうものは地道な努力の積み重ねであるが、そ
れをまさに地で行っているようなサイトであ
る（4）。
　すべての国の船（flag）がブラジルにどれだ
けの奴隷を運んだのかを、そのデータベースで
表示させると、1551年から1875年の合計で約
553万人となる。ブラジルは奴隷の半数以上を
1776年以降に輸入していることもわかる。17世
紀には、合計で約91万人を輸入した。これは奴
隷が輸入された約 3 世紀の全期間のうちの、16
％ほどとなる。
　オランダ（Netherlands）は全期間で、約3.4
万人の奴隷をブラジルに輸入したが、そのう
ち、約3.1万人は1621～1650年に輸入されてい

る。まさに、ブラジルを占領した時の一時期だ
け、オランダがブラジルへの奴隷貿易に関与し
たにすぎないのがわかる。ただし、これには
キュラソー島等のオランダ領の島を経由した奴
隷の数は含まれていない。
　ブラジルだけでなく、米州への輸入量を確認
すると次のような傾向が見られる。船舶の国籍
による数値で、1640年代前半にポルトガルに次
ぎ、オランダは米州への奴隷輸入量が第 2 位と
なった。おそらく、オランダがエルミナやルア
ンダを押さえたことが大きい。しかし、1640年
代後半にはイギリスが台頭して、第 2 位の座を
一時的に奪われた。イギリスは革命の混乱の時
代である。ポルトガル船はゆるぎなく総輸入量
の半分ほどを占めていたが、1670年代前半まで、
オランダとイギリスが20～30％ほどを占めて、
第 2 、 3 位の座を争った。その後は、イギリス
では王立アフリカ会社が設立され、イギリスと
ポルトガルが第 1 、 2 位の座を争う形で、オラ
ンダは第 3 位に甘んじるようになった。17世紀
最後の 5 年間は、米州への奴隷の輸入量はポル
トガルが約56％、イギリスが約30％、オランダ
が約 7 ％となった。
　1650～74年、西インド会社は57,000人の奴隷
を運び、その大半はオランダ領キュラソー島に
向かった。キュラソーを活用したのはホラント
州ではなく、ゼーラント州であったと言われ
る。ここで、スペイン、フランス、イギリスの
植民者が奴隷を買い求めた（de Vries2005、
pp.6-7）。ただし、データベースでは、1651～
1675年のオランダ船籍の船による南北アメリカ
への輸入量は約82千人である。オランダ船268
隻中、向かった先が判明しているものは、オラ
ンダ領が半数近くあり、オランダ領カリブが
102隻、オランダ領ガイアナが24隻であった。
フランス領へはマルティニークに17隻、グアド
ループに 6 隻、ギアナに 3 隻、その外のフラン
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ス領カリブ海地域に11隻。イギリス領へは少な
く、バルバドスに 4 隻、ジャマイカに 2 隻、
ヴァージニアに 1 隻、ニューヨーク（または
ニューアムステルダム）に 2 隻となっている。
奴隷数で言えば、約82千人のうち、オランダ領
カリブが約38千、オランダ領ガイアナが約 8 千
人、スペイン領が約15千人、フランス領が約12
千人となっている。de Vriesとデータベースの
数値が信頼に値すれば、オランダ船籍のうち私
的な交易が 3 割あったことになる。データベー
スの限り、1650～60年代には北アメリカ、イギ
リス領、フランス領、スペイン領にもかなり輸
出されていた。しかし、1690年代後半から1715
年までの一時期を除き、1670年代以降はほぼ90
％以上がオランダ領に輸出された。オランダ船
籍の船による南北アメリカへの輸入が年平均
5000人をこえたのは、1660年代後半と、1761～
1775年の時期だけである。
　17～18世紀の、5 年区切りでデータを集計し、
実際に奴隷を積み下ろした地域ごとに分けた場
合、次のような大きな流れを見ることができ
る。年平均5000人を超えた時期は、1666-70年
の 5 年間と1761～1775年の15年間である。17世
紀の後半には、オランダ領カリブ海地域が多
く、18世紀の後半には、オランダ領ガイアナ

（ガイアナとスリナム）が多い。1666～1680年
の15年間と1761～75年の15年間を比較すると、
カリブ海地域とガイアナの割合は、前者の期間
では 5 対 1 に近く（4.56倍）、後者の期間では
約 1 対 6 の割合（6.12倍）となる。17世紀と比
較すると、18世紀には植民地経営に重点が置か
れるようになったのが、ここからも理解でき
る。
　ブラジルとの関連では、オランダがブラジル
に直接輸出するのは、1640年代前後の、ほぼブ
ラジルを占領した時期に限られている。オラン
ダ船はペルナンブコに1630年代後半に 6 千人

弱、1640年代前半には18千人、1640年代後半に
約1.4千人を輸出した。それ以外の時期は、あっ
ても200～300人程度、1676年以降は全く輸出し
ていない。
　ブラジルの奴隷輸入量は16世紀（1561～1600
年の40年間）に約 3 万人、17世紀に約78万人、
18世紀に約199万人、19世紀（1801～1860年の
60年間）に206万人である。単純平均値をとれ
ば、ブラジルに 1 年間に輸入された奴隷数は、
16世紀に約730人、17世紀に約7800人、18世紀
に 2 万人弱、19世紀に3.4万人となる。上記の
データベースのサイトでは、瞬時にグラフで表
示される。
　ブラジルでは、ほぼ世紀ごとに、一定数が輸
入されていた。16世紀は徐々に輸入数が増えた。
1610年代から17世紀末まで 5 年刻みで 3 ～ 5 万
人、18世紀は1770年代まで 5 年刻みで 8 ～ 9 万
人であった。1770年代後半から10万人台を超え
るようになり、1810年代に20万人台に達した。
その後、若干の時期を除き、20万人台の水準が
ほぼ1850年まで維持され、以後、急減する。
　このようなブラジルにオランダが関与したの
は、1630年代後半から1650年までである。1650
～60年代前半まで若干残るが、 5 年間刻みの数
値で、オランダがブラジルに輸出した奴隷数が
400人を超えることがなかった。ブラジルの総
奴隷輸入数のうち、オランダがしめる割合は、
1636～1640年 に17.2％、1641～45年 に50.2％、
1646～1650年に6.2％であった。キュラソー等
の市場の関与を度外視して、オランダ船がブラ
ジルに輸出した奴隷に限定すると、1640年代前
後のオランダによるブラジル占領の一時期を除
き、オランダがブラジルに奴隷を輸出すること
は、ほぼなかった。1670年代以降はゼロである。
逆に、オランダ占領時期でも、ポルトガル船で
ブラジルに運ばれた奴隷の数は相当多かった。
最も割合が少なかった1640年代前半でも、49.5
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％はポルトガル船によるものであった。オラン
ダが介入した時期を除けば、たまにイギリス、
フランス、スペイン船籍の船で輸入されること
はあっても、全期間、ブラジルの奴隷輸入市場
はほぼ99～100％、ポルトガル船が牛耳ってい
た。ただし、ポルトガル船の所有者、船長、乗
組員等の国籍や、その船を手配した商人（団）
を詳しく調べると、別の傾向が見られるかもし
れない。例えば、その半数がポルトガルの新キ
リスト教徒が手配した船であったかもしれな
い。
　1674～1716年に、オランダの奴隷船の55％は
キュラソーへ、28％がスリナムへ向かったと言
われる（de Vries2005）。データベースでも、
ほぼ同じ時期の1676～1715年で見ると、カリブ
海地域が54.5％、ガイアナ地域が34.5％となり、
ほぼ同じ結果になる。カリブ海地域への輸入量
の多くは、スペイン領への奴隷の中継貿易に
なっていた可能性が高い。1716～1738年に、西
インド会社は奴隷の78％をスリナムとガイアナ
に供給した（de Vries2005、p.10）。データベー
スでも1720年代前半を除き、その傾向が見られ
るが、1730年代以降は、ほぼ80％以上の奴隷が
ガイアナ地域に輸出された。オランダ領植民地
での奴隷需要が高まっていたのが理解できる。
仲介貿易での利益より、植民地での生産による
利益の獲得に重心が移っていたと言えるであろ
う。

　ブラジルの輸入地別では、16世紀の間はほぼ
ペルナンブコであったのが、1580年頃から、バ
イアや東南部の輸入が徐々に増えて、1630年ま
でにペルナンブコの割合が40％台まで低下し
た。1630年代前半はペルナンブコが 1 ％台とな
り、バイアが 6 割近くを占めたが、オランダ占
領の1640年前後の時期にペルナンブコは半分近
くまで回復した。1650年前後に 6 ％程度に急減

したあと、1650年代後半から1730年まで、ペル
ナンブコの奴隷輸入の割合は 2 ～ 3 割となり、
バイアや南東部と 3 分するような割合となっ
た。その後、18世紀半ばまではバイアが 4 ～ 5
割、南東部が 2 ～ 3 割となった。南東部は1740
年代に46％に達した後、 1 世紀近く、少なくと
も 4 割以上の輸入量を誇った。南東部は1830年
代後半の約82％をピークに、1820年代以降、 6
割以上の割合をしめた。
　逆に、アフリカの輸出地別でみると、1635年
までブラジルに輸入された奴隷はほぼ100％、
コンゴ地域（データベースでは、West Central 
Africa and St. Helena）からであった。17世紀
には、オランダがブラジルに関与した1640年前
後の時期だけ、ベニン湾やビアフラ湾からの輸
入が増えた。それ以降も、ブラジルの奴隷輸入
の大半はコンゴ地域からのものが圧倒的に多い
が、1680年代からベニン湾からの輸入が増え、
1720年代にはコンゴ地域より多かったことも
あった。それ以降 1 世紀ほど、ベニン湾からブ
ラジルへの奴隷の輸出は 3 ～ 4 万人台で推移し
ている。
　以上、大きな傾向として、17世紀の間に、イ
ギリスやフランスの重商主義政策が成功したか
らであろうか、ポルトガルとブラジル、オラン
ダとキュラソーやガイアナ、イギリスとバルバ
ドス、ジャマイカ、フランスとサンドマング、
マルティニーク、グアドループ等、本国と植民
地との交易が強固になったのが、奴隷貿易の数
値上で、確認できる。オランダは仲介貿易（供
給国と需要国との間で第三国であるオランダが
行う貿易取引）から締め出され、オランダもオ
ランダの植民地との関係を強めていった。
　17世紀中に、貿易の場での国家中心主義が確
立した。もしかしたら、さらに18世紀には、軍
事力による自国商船の保護貿易が実施されたの
かもしれない。19世紀には、経済力による自由
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貿易が謳われるようになった背景には、17世紀
から始まった国粋主義的貿易構造が定着してい
たという歴史がある。

6　オランダの衰退

　オランダの外国貿易の量と範囲は1650年頃に
頂点に達し、第 1 次と第 2 次の英蘭戦争でもオ
ランダの勢いを削ぐことはできなかったが、
1670年代にはオランダの貿易は黄昏を迎えてい
た。衰退の原因の一つとして、イギリスとフラ
ンスが外国貿易を制限する法律を整備して、国
際貿易が厳しい状況に置かれた点が指摘されて
いる（ド・フリース2009、p.635）。オランダは
各国のプランテーションとの自由貿易で活路を
見出そうとしたが、重商主義的規制で阻まれ
た。重商主義は机上の空論ではなかった。重商
主義は領域国家を作り上げた。オランダは国家
の枠組みが薄い自由貿易を推進して、国内市場
を独占できなくなった。アムステルダムの砂
糖、コーヒー、インディゴ等の商品は独占的利
益を得られなかった。オランダは交易の仕組み
作りで成功し、特定の会社組織を支援したが、
貿易を会社に任せた結果、領域国家としての貿
易統制ができなかった。
　さらに、歴史の後知恵を使えば、オランダの
衰退の原因として、航海法のような他国による
商業的嫌がらせではなく、ブラジルと新ネーデ
ルラントの喪失のほうが大きかったとも言え
る。オランダは新世界との関係を維持・再構築
できなかった。オランダはブラジルと北アメリ
カを手放し、砂糖生産が可能なスリナムやガイ
アナの植民地を細々と作り上げた。その植民地
は植民者の創意工夫による、というより、西イ
ンド会社の費用と責任で維持された。1734年ま
で西インド会社が奴隷を独占供給したが、スペ
イン領植民地での奴隷価格が高かったので、西

インド会社はスペイン領に奴隷を売った（de 
Vries2005、p.10）。
　オランダでは1670年代以降の世代は、想像力
や忍耐、活力に欠けて、高賃金率による圧力を
解決できず、既得権益の擁護者に成り下がった

（ド・フリース2009、p.636）。この理解の仕方
は、いわば、苦労して作り上げた第一世代を見
ている第二世代は何とか持ちこたえたが、既得
権益にしがみつくことにしか興味がない第三世
代がオランダの衰退を招いたというものであろ
う。近代日本で言えば、明治維新以降の第一世
代の努力を、戦後の第二世代が持ちこたえた
が、今、第三世代に入って、衰退への路を歩ん
でいるのと、同様かもしれない。歴史的環境の
変化に応じて、社会認識のパターンを作りか
え、組織変更の努力を惜しんだ場合、そうなる
可能性が高い。
　1684年にアムステルダムのレヘントが行った
調査では、共和国の商業資本は1672年以来、半
減し、その減少額は不動産価値の下落分に等し
かった。彼らは、商業と海運が 4 分の 1 衰退す
れば、利益が半減すると主張した（ド・フリー
ス2009、p.639-640）。17世紀前半に商業で世界
を制覇したオランダは1680年代後半に、ナント
の勅令の廃止やオランダ船の没収等によるフラ
ンスの攻撃的政策を迎え撃つことができなかっ
た（ド・フリース2009、p.640）。
　もちろん、特にイギリスの世界制覇や、ある
いは、のちのアメリカ合衆国の成功と比較し
て、オランダが衰退したように見えるだけで、
オランダが没落したのではない。オランダは面
積にして関東地方よりやや広い程度の小さな国
で、現在の人口は関東地方の半分にも満たな
い。18世紀以降、現在まで、オランダは国家と
しては成功している。
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注
（1）de Vries2005、p.15。イギリスの強制徴募に関しては、

川北1990が詳しい。
（2）桜田2017、p.59。ニシン漁に関しては、航法の専門

家である田口2002、が詳しい。
（3）Klooster2004、p.19。野村1999、pp.67-68によると、

1654年に23人のセファルディームがレシフェから
ニューアムステルダムに上陸した。それがアメリカ・
ユダヤ人の歴史の始まりであったが、18世紀末でも、
ユダヤ人の数は2000～3000人にすぎなかったという。
現在、イスラエルに600万人強のユダヤ人がいる。
ニューヨーク州を中心に、アメリカにはそれに匹敵す
るほどのユダヤ人が暮らしているが、野村によると、
その大半は1880～1920年頃の東欧系のユダヤ人移民の
子孫である。いわば、ポグロムから逃れたロシアのユ
ダヤ人がアメリカに移住し、経済的に成功した。

（4）奴隷貿易データベースに関して、詳しくは、布留川
2019、pp.24-36。エモリ大学で公開されているこのデー
タベースは様々な数値を提供してくれるので、データ
ベースや表計算に慣れた人にとっては、彼らの努力に
全面的に負う形で、自分の見たい数量分析が可能に
なっている。
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